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産業集積促進地域（住之江区平林北地区）への 
先端工場の進出決定について 

 
昨年 4月に大阪市の産業集積促進地域に指定した、住之江区平林北地区の関西電力大

阪発電所跡地（関西電力(株)所有：全体面積約 28万㎡）に、旭硝子株式会社(本社：東
京)が、PDP(プラズマ･ディスプレイ･パネル)用大型ガラス基板の加工工場を新設される
ことが決まりました。 
 同社は、PDP用ガラス基板の生産において世界シェアの約 80％を占めるリーディン
グ企業であり、今回の大阪市内への進出により、大阪産業の再生に弾みがつくことと期

待されます。 
 同社の進出決定にあたっては、工業用水道や交通基盤等の産業インフラの充実や、本

市の企業誘致プロモーション活動の一環としてのワンストップサービスによって、新工

場立地に係る諸手続きの迅速化が図られ、早期の工場建設が可能となること、さらには

市・府によるインセンティブなどが評価されました。 
 なお、明 16日(金)午前 11時 10分に旭硝子株式会社門松社長、和田副社長が大阪市
役所を表敬訪問されます（市役所５階市長応接室、井越助役応対）。 
 
新工場の概要 
名  称   (仮称)旭硝子株式会社関西工場大阪事業所 
事業内容   PDP用ガラス基板の加工 
事業目的   PDP用ガラス基板の大幅な需要増加と大型化に対応するため 
投資金額    総額約 320億円（うち第 1期 約 150億円） 
敷  地   住之江区平林北  

全体計画 約 10万㎡（うち第 1期 約 4万㎡） 
建築面積   第 1期：17,952㎡（延床面積 35,904㎡）  
着  工   第１期：平成 18年８月（予定） 
量産開始   第１期：平成 19年 5月（予定） 





（別紙２） 
 
《旭硝子株式会社 会社概要》 
 
名   称  旭硝子株式会社 
本社所在地  〒100-8405 東京都千代田区有楽町一丁目 12番 1号 新有楽町ビル 
代   表  代表取締役 門松 正宏（かどまつ まさひろ） 
設   立  1950（昭和 25）年 6月 1日（操業 明治 40年 9月） 
資 本 金  904億 72百万円（平成 17年 12月末現在） 
売   上  1兆 5,266億 60百万円（平成 17年 12月期、連結） 
営 業 利 益  1,181億 94百万円（平成 17年 12月期、連結）  
従 業 員 数  56,857人（平成 17年 12月末現在、連結） 
事 業 内 容   建築用ガラス、自動車用ガラス、ディスプレイ用ガラス、化学製品 
       電子部材などの開発・製造・販売 
 

 
 




